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宇都榮子教授 履歴・業績
履 歴
１９４７年１０月 鹿児島県生まれ
〔学 歴〕
１９７０年３月 日本女子大学文学部社会福祉学科卒業（社会学士）
〔職 歴〕
１９７０年４月 日本女子大学文学部助手（～１９７７年３月まで）
１９７６年４月 専修大学文学部兼任講師（～１９７７年３月まで）
１９７７年４月 専修大学文学部講師
１９８１年４月 専修大学助教授
１９８８年４月 専修大学教授
１９９０年４月 長期在外研究員（イギリス）（～１９９１年３月まで）
１９９２年４月 専修大学大学院文学研究科修士課程教授
１９９４年４月 専修大学大学院文学研究科博士後期課程教授
２０００年４月 長期国内研究員（日本女子大学）（～２００１年３月まで）
２００６年４月 専修大学文学部人文学科長（～２００８年３月まで）
２００７年３月 専修大学障害学生支援推進委員会委員長（～２０１０年３月まで）
２００８年４月 学校法人専修大学評議員（～２０１０年３月まで）
２０１０年４月 専修大学人間科学部教授（人間科学部新設に伴い移籍）
２０１０年４月 専修大学人間科学部長、学校法人専修大学理事・評議員（～２０１４年８月）
２０１４年１１月 学校法人専修大学評議員（～２０１８年３月）
２０１８年３月 専修大学人間科学部 定年退職
この間、国立武蔵野学院付属教護事業職員養成所、千葉大学、大正大学、吉備国際大学、立教大学、
神奈川県立保健福祉大学、上智大学、日本女子大学、日本女子大学大学院、東洋大学大学院、上智大
学大学院等において社会福祉論、児童福祉論、社会福祉史関連の科目を担当
〔社会活動〕
２００１年４月 社会福祉法人川崎愛児園「こどもサポート委員会」委員長（～２０１６年３月まで）
２００１年５月 財団法人東京都剣道連盟杖道部会理事
２００１年８月 日本社会福祉学会５０年史編纂委員会委員長（～２００４年９月）
２００２年５月 社会事業史学会監事（～２００７年４月まで）
２００３年１月 独立行政法人日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（～２００４年１２月まで）
２００６年１月 独立行政法人日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（～２００７年１２月まで）
２００８年５月 社会事業史学会理事（～２０１６年５月まで）、事務局長のみ２０１０年年５月まで
２００８年５月 財団法人東京都剣道連盟杖道部会常任理事
２００９年４月 東京社会福祉史研究会副代表、 機関誌『東京社会福祉史研究』第９号より編集委員会委
員長
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２００９年５月 社会福祉法人川崎愛児園評議員
２０１０年５月 社会事業史学会機関誌編集委員会委員長（～２０１６年５月まで）
学会創設４０周年事業委員会委員長（～２０１６年５月まで）
２０１１年４月 文部科学省教科用図書検定調査審議会専門委員（～２０１２年３月まで）
２０１３年１２月 社会福祉法人福田会評議員
２０１５年８月 東京社会福祉史研究会機関誌編集委員長
２０１６年５月 社会事業史学会４５周年記念誌編纂委員会委員長
２０１７年１０月 社会福祉法人川崎愛児園権利擁護虐待防止委員会委員
業 績
〔著書・共編著・共著〕
１９７１年３月 『児童福祉―日本の現状と問題点』「年表戦後日本の児童福祉」（日本女子大学文学部社会
福祉学科研究室編）家政教育社
１９７１年１１月 『幼児と現代社会（幼児教育全集８）』「戦後日本の児童問題関係文献紹介」（鰺坂二夫・乾
孝・一番ケ瀬康子編著）小学館
１９７３年５月 『社会事業に生きた女性たち』「冨田エイ、社会事業に生きた女性たち略年表」（五味百合
子編著）ドメス出版
１９７４年３月 『養育院百年史』「創業の頃」（東京都養育院編）東京都
１９７４年９月 『児童福祉論』「児童福祉の歴史・資料」（一番ケ瀬康子編著）有斐閣
１９７４年１０月 『社会福祉辞典』「社会福祉関連法令年表」（仲村優一・一番ケ瀬康子・重田信一・吉田久
一編）誠信書房
１９７６年１月 『児童政策 児童問題講座第１巻』「戦前における児童政策」（一番ケ瀬康子編著）ミネル
ヴァ書房
１９７６年９月 『養護施設３０年』「日本社会事業史と養護施設」（全社協養護施設協議会「養護施設三十年」
編集委員会編）全社協養護施設協議会
１９７６年１２月 『戦後社会福祉の展開』「戦後日本の社会福祉年表」（吉田久一編著）ドメス出版
１９７７年３月 『社会学』「第１０章 社会福祉」（私立大学通信教育協会編）私立大学通信教育協会
１９７７年４月 『社会福祉教室』「日本社会福祉の展開」（仲村優一・三浦文夫・阿部志郎編著）有斐閣
１９７７年５月 『社会福祉の法律入門』「日本の社会福祉法のあゆみ」（佐藤進・児島美都子編著）有斐閣
１９７７年９月 『社会福祉の歴史』「恤救規則の成立と意義」（右田紀久恵・高澤武司・古川孝順編著）有
斐閣
１９７７年１０月 『社会学』「第１章、第３章第２節、第６章、社会学史年表」（米地実・大友昌子・岩本ミ
チと共著）八千代出版
１９７８年９月 『日本のケースワーク』「救護法対象事例の検討―社会福祉研究における事例研究の必要に
ついて」（松本武子編著）家政教育社
１９７８年１０月 『児童福祉法成立資料集成』「解題、第１部戦前児童保護関係法令通知、同関連資料」（児
童福祉法研究会編）ドメス出版
１９８２年１月 『現代社会福祉事典』「カード階級、釜ヶ崎、教化、講、古典的貧困、細民、産業革命、勝
鬘経、スラム、内職者、日雇労働者、貧困の悪循環、不良住宅地域、浮浪貧民、ルンペ
ン、プロレタリアート、漏沢園、有能貧民」（仲村優一・岡村重夫・阿部志郎・三浦文
夫・柴田善守・嶋田啓一郎編）全国社会福祉協議会
１９８２年１１月 『児童収容施設と支援する人びと』社会福祉法人上毛愛燐社９０周年記念誌
１９９０年１０月 『児童福祉を拓く―思想と実践』「第１章の 石井十次に触発された育児事業家 金子尚
雄」（吉沢英子編著）海声社
１９９３年３月 『児童福祉』「８外国の児童福祉―イギリスを例として―」（高橋種昭・須永進・滝口桂
子・坂本健と共著）朝倉書店
１９９６年３月 『東京都福祉事業協会７５年史』「部 ２章６節１（４）、３章５節１（２）・（３）、４章
５節１（３）、５章５節１（１）、６章５節４（４） 部 １章５節２（５）・６（６）
部 １章４節１（５）・３（５）・４（１）、２章４節１（４）・２（１）（２）、５
節２（１） （人物）豊原又男、内片孫一、安藤専哲、山本敬事）」社会福祉法人東京都福
祉事業協会
１９９８年１２月 『精神保健福祉士養成セミナー第９巻社会福祉原論』「社会福祉の歴史 Aわが国の社会
福祉の歩み」（精神保健福祉士・社会福祉士養成基礎セミナー編集委員会編） へるす出版
２００２年１０月 『公的扶助論』「公的扶助の歴史日本の歴史」（川上昌子編著）光生館
２００２年１０月 『社会福祉辞典』（愛育会、軍事援護事業、渋沢栄一、工場法、地方改善事業、中央融和事
業協会、月島調査東京都養育院、同潤会、廃兵院法・傷兵院法、孤児院・養育院）一番ケ
瀬康子他編 大月書店
２００４年１０月 『社会福祉学研究の５０年―日本社会福祉学会の歩み』「第部 社会福祉学研究の５０年と日
本社会福祉学会、第１章 学会創立への動き」（日本社会福祉学会編、）ミネルヴァ書房
２００６年５月 『人物で読む近代日本社会福祉のあゆみ』「石井亮一」（室田保夫編著）ミネルヴァ書房
２０１０年３月 『周辺メトロポリスの位置と変容：神奈川県川崎市・大阪府堺市』柴田弘捷共編著 専修
大学出版局
２０１２年９月 『編集復刻版 上毛孤児院関係資料集成 全５巻＋付録 DVD』細谷啓介と共編・解説 六
花出版
２０１５年７月 『福田会のあゆみ』「第１章 創立から福田会のあゆみ 第１節 創立前後から麟祥院移転
まで」「第２章 テーマでみる福田会 第３節 御下賜金と皇室」（福田会のあゆみ編集委
員会編） 社会福祉法人福田会
２０１５年１０月 『日本社会事業思想小史―社会事業の成立と挫折―』吉田久一著、長谷川匡俊、永岡正己
と共編 勁草書房
〔論 文〕
１９７１年４月 「捨て子を通してみた子供の生活に関する一考察」『社会福祉研究』第８号
１９７２年２月 「瓜生岩」『向上』７２０号
１９７２年３月 「児童養育保護政策における棄児取扱について―明治初期の法規・先例の分析を中心とし
て―」『日本女子大学紀要文学部』２１号
１９７２年４月 「戦後の児童養育―子どもの養育と捨て子―」『月刊福祉』第５５巻４号 全国社会福祉協議
会
１９７３年５月 「明治時代の婦人福祉」『教育評論』２９０号
１９７３年６月 「社会福祉発達史研究」『賃金と社会保障』６２８号
１９７４年３月 「児童養育保護政策における棄児取扱について―明治２１～２７年の先例」『日本女子大学紀要
文学部』２３号
１９８１年１０月 「明治期創設の育児施設の経営基盤」『福祉研修』第２号通巻４３号 東京都福祉局
１９８３年２月 「児童収容施設の形成・整備過程（その２）―上毛孤児院と初期の慈善演芸・幻灯会―」
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『現文研』５７号 専修大学現代文化研究会
１９８３年３月 「児童収容施設の形成・整備過程（その１）―上毛孤児院の経営・財政の整備過程につい
て―１８９７（明治３０年）～１９０２（明治３５年）」『社会科学年報』１７号 専修大学社会科学研究
所
１９８８年３月 「金子尚雄の記録と思想」『社会科学年報』２２号 専修大学社会科学研究所
１９８８年６月 「金子かつ子の生涯―上毛孤児院創設当時の院母」『専修大学人文科学研究所月報』第１２２
号
１９８９年１２月 「昭和の社会福祉における児童対策」『月刊福祉』第７２巻１４号 全国社会福祉協議会
１９９２年４月 「施設創設に関わった人とその準拠枠」『千葉県社会事業史研究』第２０号 千葉県社会事業
史研究会
１９９３年３月 「上毛孤児院北海道陸別農場設立の経緯」『専修社会学』第５号 専修大学社会学会
１９９６年３月 「濃尾地震と児童救済活動」『専修社会学』第８号 専修大学社会学会
１９９７年３月 「障害者と大学教育」『専修社会学』第９号 専修大学社会学会
１９９８年３月 「高齢者の家庭生活と相互扶助」『専修社会学』第１０号 専修大学社会学会
１９９８年１０月 「明治後半期の児童問題と児童施設―上毛孤児院を事例として―」『社会事業史研究』２６号
社会事業史学会
２００１年３月 「明治期の捨て子と養育料―明治２５年中群馬県庶務部救恤棄児迷子書類より―」『専修社会
学』第１３号 専修大学社会学会
２００２年３月 「慈恵救済資金と慈善事業施設経営」『社会福祉』第４１号 日本女子大学社会福祉学会
２００６年３月 「川崎市における生活保障システムの諸側面についての検討」『福祉専修』２７号 専修大学
社会福祉学会
２００９年５月 「福田会育児院創立の経緯と開設当初の組織―創立に関わった人びとの検討を中心に―」
『東京社会福祉史研究』第３号 東京社会福祉史研究会
２０１１年３月 「福田会育児院設立初期の規程・組織等の検討」野口武悟・菅田理一・土井直子と共著
『社会科学年報』４５号 専修大学社会科学研究所
２０１１年５月 「明治期における福田会育児院の規程類とその実施状況―組織・役員構成、入所児童取り
扱い方法の検討―」『東京社会福祉史研究』５号
２０１５年３月 「福田会育児院創設とその後の運営を支えた組織―創設を支えた人々・恩賜金・恵愛部・
その他の支援者の分析から―」『社会福祉』第５５号 日本女子大学社会福祉学会
２０１６年１２月 「社会事業の実践性を究明する科学―歴史学」による社会福祉施設史研究」『千葉・関東地
域社会福祉史研究』第４１号、千葉・関東地域社会福祉史研究会
〔調査報告・調査ノート〕等
１９７９年９月 『社会福祉施設における福祉処遇』「明治期創設の育児施設における処遇―上毛孤児院の場
合―」社会福祉研究所
１９８８年２月 『昭和６２年度 社会福祉施設労働条件自主点検調査報告書』社会福祉法人 東京都社会福
祉協議会
１９８９年３月 『社会福祉実践史の総合的分析 昭和６３年度科学研究費補助金（総合研究 A）研究成果報
告書（研究代表者）』
１９９３年１１月 『平成４年度 社会福祉施設の労働時間・育児休業制度に関する実態調査報告書』「実態調
査結果の特徴と問題点」社会福祉法人東京都社会福祉協議会
〔書評〕
１９８１年１０月 吉田久一編著『社会福祉の形成と課題』 『社会福祉研究』第２９号
１９８５年４月 マハヤナ学園六十五年史編纂委員会編集『社会福祉法人マハヤナ学園六十五年史』、社会
福祉法人二葉保育園編『二葉保育園八十五年史』 『社会福祉研究』第３６号
１９８７年６月 池田敬正著『日本社会福祉史』 『社会福祉研究』第４９号
〔資料紹介・その他〕
［資料紹介］
１９７３年３月 「資料・明治中期鹿児島県社会福祉制度の整備過程について」『社会福祉』１６号 日本女子
大学社会福祉学科
１９７６年３月 「大正５年 群馬県窮民調」『日本女子大学紀要文学部』２５号
１９７８年４月 『保健・福祉 日本婦人問題資料集成、第６巻』「解説第１部 堕胎・間引き禁止」（一番
ケ瀬康子編集）ドメス出版
１９８４年７月 「『上毛孤児院発信控 自：大正８年１月１５日 至：大正９年７月９日』にみる経営・処遇
観」『専修人文論集』第３３号 専修大学学会
１９９２年９月 「上毛孤児院記録『金子院長と其事業（其二）』」『専修人文論集』第５０号 専修大学学会
１９９３年３月 「上毛孤児院記録『明治４４、４５年上毛孤児院日誌』」『社会科学年報』１７号 専修大学社会
科学研究所
１９９３年３月 「上毛孤児院記録『明治３８年 金子尚雄日誌』」『日本近代社会福祉実践思想史の研究』（平
成４年度科学研究費補助金（総合研究 A）研究成果報告書）
１９９４年３月 「自然災害と社会福祉 濃尾災害救済活動年表」『専修社会学』第６号 専修大学社会学会
１９９５年３月 「翻刻 救世軍大尉 羽柴末男書簡（山形県警部補 原田万次郎宛 １９３４．１２．１１～
３７．１．１０）」『専修社会学』第７号 専修大学社会学会
２００３年３月 「昭和七年石井亮一日記」『専修人文論集』第７２号 専修大学学会
２００３年３月 「大正十年石井筆子日記」『専修社会学』第１５号 専修大学社会学会
２００３年３月 「大正十一年石井筆子日記」『福祉専修』第２４号 専修大学社会福祉学会
２００４年３月 「大正十五年石井筆子日記」『福祉専修』第２５号 専修大学社会福祉学会
２００４年３月 「大正十四年年石井筆子日記」『専修社会学』第１６号 専修大学社会学会
２００４年３月 「大正十二・十三年石井筆子日記」『専修人文論集』第７４号 専修大学学会
２００５年３月 「上毛孤児院大正五年当用日記 自五月一日至十二月三十一日」『福祉専修』第２６号 専修
大学社会福祉学会
２００５年３月 「上毛孤児院大正五年日記 自一月一日至四月三十日」『専修社会学』第１７号 専修大学社
会学会
２０１１年３月 「福田会育児院史研究の基礎的資料の整理―福田会育児院年表第一次稿―」『福祉専修』３２
号 専修大学社会福祉学会（野口武悟他と共稿）
２０１２年３月 「福田会育児院史研究の基礎的資料の整理 その２―福田会育児院年表第一次稿補訂版―」
『福祉専修』３３号 専修大学社会福祉学会（野口武悟他と共稿）
［その他］
１９８８年３月 「昭和６２年度 社会福祉施設労働条件自主点検調査報告書概要」『福祉展望』第５号 東京
社会福祉協議会
１９９５年４月 『NHK社会福祉セミナー４月―７月号』（日本の社会福祉の起源と現代までの歩みに関す
る項を執筆。以後、改訂版の執筆を継続的に担当。最新は２０１３年度版）日本放送出版協会
宇都榮子教授 履歴・業績
１９９７年１月 「社会福祉史「福祉のいまに連なる思想と実践を掘り起こす」」『AERA MOOK 社会福祉
学のみかた』朝日新聞社
１９９７年７月 「新刊紹介山崎朋子著『わたしがわたしになるために』」『月刊福祉』第８０巻７号 全国社
会福祉協議会
１９９９年３月 「総合科目「共に生きるー多様な個性の視点からー」を担当」『専修社会学』第１１号 専修
大学社会学会
２０１１年１２月 「人物にみる社会福祉のあゆみ」『NHK社会福祉セミナー』２４巻８２号 NHK出版
〔学会・その他報告〕
１９７３年１０月 「日本「精神薄弱」者施設史研究工」津曲裕次他と共同発表 日本社会福祉学会 第２１回
大会
１９７４年１０月 「わが国の戦前の「精神薄弱」者施設の総合的研究」津曲裕次他と共同発表 日本社会
福祉学会 第２２回大会
１９７５年１０月 「わが国の戦前の「精神薄弱」者施設の総合的研究」津曲裕次他と共同発表日本社会福
祉学会第２３回大会
１９８５年１０月 「児童収容施設の形成・展開過程―上毛孤児院支援者の社会的性格について―」日本社会
福祉学会第３３回大会
１９９２年１０月 「日本における児童収容施設の形成展開過程 明治中後期の上毛孤児院関係日誌に見られ
る児童処遇の実際」日本社会福祉学会第４０回大会
１９９６年１０月 「濃尾大地震と社会救済活動」日本社会福祉学会第４４回大会
２０１４年１１月 「福田会（ふくでんかい）育児院創設とその後の運営を支えた組織―創設を支えた人々・
恩賜金・恵愛部・その他の支援者の分析から―」日本社会福祉学会第６２回秋季大会
２０１５年５月 「明治期から昭和戦前期における福田会と下賜金・皇族名誉総裁―仏教と社会的養護」
社会事業史学会第４３回大会
２０１５年９月 「福田会（ふくでんかい）育児院史研究その２ 第二次世界大戦敗戦後の福田会と復興に
向けての動き」日本社会福祉学会第６３回秋季大会
２０１６年７月 「第二次世界大戦後の福田会と復興に向けての動き」東京社会福祉史研究会第１１４回研究例
会
